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六
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
状
況
が
下
火
に
な
っ
て
来
て

い
ま
し
た
の
で
、
例
年
実
施
し
て
い
ま

す
、「
盆
踊
り
大
会
」
の
内
容
を
縮
小

し
「
納
涼
ま
つ
り
」
と
い
う
名
称
で
実

施
の
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
七
月
の

中
旬
か
ら
伊
勢
原
市
内
に
お
い
て
も
、

一
日
百
人
を
越
え
る
感
染
者
の
増
加
が

続
き
、
三
週
間
で
千
五
百
人
も
増
加
す

る
と
い
う
状
況
で
す
。
今
年
二
月
の
ピ

ー
ク
時
を
す
で
に
超
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
北
高
森
自
治
会
は
、
五
月
よ
り
二

回
の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
実
施
の

有
無
や
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
、
七

月
二
十
五
日
に
最
終
判
断
の
予
定
で
し

た
が
、
十
一
日
も
早
く
基
準
と
し
て
い

た
市
内
累
計
感
染
者
数
の
六
千
百
人
を

越
え
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
七
月
十

六
日
に
「
中
止
の
緊
急
回
覧
」
を
発
行

し
ま
し
た
。
大
変
残
念
で
す
が
、
皆
様

の
健
康
と
安
全
を
優
先
し
ま
し
た
。 

以
下
は
、
実
施
予
定
だ
っ
た
主
な
内

容
と
な
り
ま
す
。
中
止
を
零
と
考
え
ず
、

今
後
へ
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
こ

と
を
将
来
に
生
か
す
た
め
に
、
記
録
と

し
て
残
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

一 

日
時 

令
和
四
年
八
月
七
日 

二 

場
所 

高
森
神
社 

三 

時
間 

午
後
四
時
半
～
七
時 

四 

主
な
内
容 

 
 

・
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー 

 
 

・
納
涼
太
鼓
（
大
人
と
子
ど
も
） 

 
 
 

・
昔
の
遊
び 

 
 
 
 

的
ご
ま
、
寿
命
ご
ま 

 
 
 
 

け
ん
玉 

 
 
 
 

竹
馬
散
歩 

 
 
 
 

お
手
玉
・
お
は
じ
き 

 
 
 
 

わ
な
げ 

米
つ
り 

 
 

・
新
鮮
地
場
野
菜
販
売 

 
 

・
ビ
ン
ゴ
で
ゲ
ッ
ト 

 
 

・
抽
選
会 

 
 

・
閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー 

 

 

五 

開
催
の
主
な
趣
旨 

 
 

・
子
ど
も
と
大
人
の
ふ
れ
あ
い 

 
 

・
子
ど
も
会
解
散
に
と
も
な
う 

 
 
 

文
化
の
継
承
と
場
づ
く
り 

 
 
 

太
鼓
の
練
習
・
披
露 

 
 

・
地
域
の
経
済
交
流 

 
 
 
 

新
鮮
地
場
野
菜
販
売 

 
 

・
お
た
の
し
み
ビ
ン
ゴ
、 

抽
選
会
等 

 
 
 

六 
そ
の
他 

 
 

市
長
等
外
部
の
招
待
無
し 

 
 

照
明
無
し 

入
口
出
口
一
つ 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

 

 
 

拡
大
防
止
対
策 

 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

消
火
器
点
検
を
実
施 

 

五
月
十
四
日
（
土
） 

 

                             

回 覧 回覧後、地区委員保管 

 

 

令和四年八月発行：北高森自治会 

主な記事 

● 納涼まつり中止（三年連続） 

● 防犯パトロール・消火器点検 

● 敬老会は三年連続で中止に 

● 体育祭十月九日で準備中 

 

令
和
四
年
度
「
納
涼
ま
つ
り
」
は

残
念
な
が
ら
中
止
し
ま
し
た
。 

    

赤坂の不法投棄・赤坂・鳴瀬・四ツ谷草木資源収集状況・ひまわりクリニック前歩道雑草・防犯灯点検 

 

 



  
「
北
高
森
防
災
指
導
協
力
員
」
の
新

規
委
嘱
を
行
い
ま
し
た
。 

本
年
度
は
、
前
自
治
会
長
の
重
田
芳

乃
さ
ん
（
赤
坂
）
と
前
防
犯
担
当
理
事

の
木
佐
貫
規
夫
さ
ん
（
四
ツ
谷
）
の
二

名
に
委
嘱
を
行
い
ま
し
た
。 

 

「
防
災
指
導
協
力
員
制
度
」
と
は
、

自
主
防
災
力
を
強
化
・
継
続
さ
せ
る
目 

的
で
、
平
二
十
九
年
度
総
会
で
自
主
防

災
会
規
約
を
改
正
し
、
運
用
を
開
始
し

た
も
の
で
す
。 

 

防
災
指
導
協
力
員
は
、
基
本
的
に
任

期
は
な
く
、
防
災
に
関
し
て
専
門
知

識
・
技
術
を
有
す
る
方
、
住
民
情
報
に

詳
し
い
方
又
は
市
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
研

修
受
講
者
等
の
中
か
ら
、
自
主
防
災
会 

会
長
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
委
嘱
者
は
、
二
名
を
加
え
一
名
辞

退
の
十
五 

名
の
方
々
と
な
り
ま
し
た
。 

〔
順
不
同
、
敬
称
省
略
〕 

・
森 

 

武(

宮
下
） 

・
谷
川 

廣
幸(

四
ツ
谷) 

・
斎
藤 

英
典(

吾
妻
入) 

・
田
中 

広
吉(

了
の
谷
戸) 

・
岩
松 

公
平(

了
の
谷
戸) 

・
斎
藤 

昇(

了
の
谷
戸) 

・
石
川 

謙
二(

鳴
瀬
） 

・
栢
沼 

満(

赤
坂
） 

・
山
﨑 

利
幸(

四
ツ
谷
） 

・
今
井 

登(

赤
坂
） 

・
関
野 

裕(

宮
下) 

・
野
辺 

愛
子(

四
ツ
谷) 

・
髙
梨 

徳
久(

宮
下) 

・
重
田 

芳
乃
（
赤
坂
） 

・
木
佐
貫 

規
夫
（
四
ツ
谷
） 

 

 
 

     
 

 
 

   
 

よ
り
洋
式
へ 

    

 

  

   

          

緑
子
連
よ
り
解
散
に
と
も
な
い
高
森
台
児

童
館
と
高
森
児
童
館
に
児
童
用
図
書
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。「
日
本
の
歴
史
」
と
「
ド

ラ
エ
モ
ン
の
図
鑑
」
（
動
物
・
植
物
・
昆

虫
・
宇
宙
・
岩
石
等
） 

防
災
指
導
協
力
員
二
名
を
新
規
委
嘱 

ベ
ン
チ
の
補
強
・
修
理
が
完

了
し
ま
し
た 

（左）重田様 （右）木佐貫 様 

児
童
用
図
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
ま
し
た 

編
集
後
記 

 
 

安
倍
元
首
相
が
参
議
院
選
挙
演
説
中

に
、
銃
弾
に
倒
れ
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
慎
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
暴
力
に

屈
し
な
い
民
主
主
義
の
国
を
目
指
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
意

見
や
立
場
が
違
っ
て
も
お
互
い
を
尊
重

し
共
生
す
る
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
梅
雨
明
け
か
ら
急
に
気
温

が
上
昇
し
三
十
五
度
を
超
え
る
日
が
増

え
ま
し
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
水
分
や
休
息

を
と
り
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
七
波
に
よ
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
安
心
し
て

各
行
事
が
出
来
る
日
々
が
来
る
こ
と
を

祈
り
ま
す
。 

こ
こ
に
八
月
号
を
発
行
い
た
し
ま
し

た
の
で
ご
高
覧
願
い
ま
す
。 

発
行
責
任
者 

 
 

細
谷 

毅
義 

 

 

社
会
福
祉
協
議
会
防
災
用
品
の 

助
成
に
よ
り
購
入
し
ま
し
た 

 

非常用トイレで使う５００個 

 

 

家具職人今泉さんにベンチの修

理をお願いし完成しました。足

の補強と座板の補修。デザイン

は今泉さんのオリジナル。搬出

入は薄さんのご協力による。 

七月五日（火）青少年課により

シルバーさん二人が児童館の土

手の草苅をしてくださいまし

た。 


